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競技中の身体感覚体験が発達課題に及ぼす影響

Effects of the somatosensory experience during sports on  
developmental tasks

秋　葉　茂　季，角　田　直　也

Shigeki  AKIBA  and  Naoya  TSUNODA

は　じ　め　に

馬場（2008）は、近年の精神分析研究者が共有
している重要な研究課題として、個々の身体部位
の発達とその心理的発達への影響ということ以上
に、身体全域の感覚的体験とその発達を通して、
統合体としての自己が形成されるということを 
指摘している。馬場（2008）も紹介しているが、
Tysonは、幼児期における身体感覚が親密で愛情
のこもった母子関係の中で体験されることによ
り、身体部位が区別されることや明瞭に意識化さ
れ身体自己の統合が促進される効果があることを
示し、それにより『自己』の心的表象が形成され
ると述べている。以上のことから、幼児期におけ
る身体感覚とその身体感覚をどのように体験し発
達させたかは精神的発達と関わりが深いことがわ
かる。

個人における精神的発達は、幼児期から老年期
まで続く人生の各ステージにおいて漸成的な課題
が生涯続くことが示されている（Ericson, 1989）。
それらの課題と身体感覚は密接に関係しているこ
とは指摘されているものの、幼児期以降の発達段
階において体験される身体全域の感覚体験（以
下、身体感覚体験）について精神的発達という観

点から検討された研究は少なく、身体的側面が軽
視されているという指摘もある（馬場， 2008）。
特に児童期以降、思春期と青年期における競技ス
ポーツ活動において体験される極端な身体活動に
おける身体感覚体験と精神的発達の関連に関して
はほとんど検討がなされていない。また、これま
で競技スポーツ現場においては、競技スポーツを
おこなうことが人格形成に寄与するという指摘が
散見されるが、具体的にどのように寄与するかに
ついては明確な見解が示されていない。思春期や
青年期の競技スポーツにおける身体感覚体験が精
神的発達にどのような影響を及ぼすか明らかにす
ることが出来れば、競技スポーツの新たな価値を
見出すことにもなるであろう。

さらに、近年、行動療法や身体心理療法など身
体動作を手掛かりとして心理的効果を得ようとす
る技法を実施する際の動作の仕方に着目し要因分
析的な検討が盛んに行われておる（春木， 2012、
白水ら， 2011）。これらの研究は、身体動作と心
の関わりに関する新たな知見をもたらすことが期
待されており「身体から心への新たな介入方法の
体系化につながる」 と考えられている（白水， 
2011）。しかし、これまでの研究では、主に心身
症や脳機能障害などを対象としており機能回復的
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な側面が強い。精神的発達や身体機能の向上とい
った側面へのアプローチが期待される中、運動制
御が精緻で身体感覚が優れているトップアスリー
トを対象とした研究への関心が高まっている。

秋葉らは（2013、2015）、身体動作を手掛かり
として心理的効果を得ようとする心理技法の一つ
である漸進的筋弛緩法をトップアスリートの心理
サポートに応用し、その心理・精神的効果につい
て検討してきた。その結果、トップアスリートの
場合、 漸進的筋弛緩法を実施した際に筋感覚が

「うまく実感できない場合」の方が、筋感覚が「う
まく実感できた場合」よりもリラクセーションな
どの心理的効果が得られることを明らかにし、こ
れが脳における島皮質がもつ「うまくいかなかっ
た身体感覚体験の方が活発に働く」という性質と
関係している可能性を示している（秋葉ら， 
2013）。さらには、トップアスリートは、身体化
傾向を示す身体感覚増幅度が心身症患者と同レベ
ルであることを明らかとし、漸進的筋弛緩法の継
続的実施により身体感覚増幅度が減退することも
明らかとしている（秋葉ら， 2015）。そして、筋
の弛緩を実感できるようになるまでの身体への心
理的な働きかけが効果機序であることを示すとと
もに、アスリートは身体の無意識的な体験により
心理的変容がもたらされる可能性についても示唆
を述べている（秋葉ら， 2015）。これらのことか
ら、アスリートは無意識的な身体感覚へ意識的に
働きかけることが心理的・精神的な変容につなが
る可能性を示されたといえる。しかし、これらは
アスリートの身体性におけるネガティブな側面の
改善に着目したものであり、精神的な発達・成長
という側面への影響を検討することができていな
い。

そこで、本研究では、アスリートが競技中に体
験する身体感覚体験が精神的発達・成長に及ぼす
効果について明らかにすることを目的とする。特
に、思春期らしい身体感覚の変化とアスリートが
競技を通して体験する身体感覚体験の違いに着目
した。

方　　法

対象者
本研究では、筆者が担当した思春期から青年期

の間に心理サポートを受けていたアスリートの相
談事例 2例を対象とした。 そして、心理サポー
トにおけるアスリートと筆者の対話について、特
に身体感覚体験の語りに着目して検討する。また、
体験そのものの意義を損なわないために語られた
内容そのものから本質的な意義について抽出する
ことを試みた。手順としてはいかに示す通りであ
った。

１）逐語を書き起こす
２）事例検討的に有識者の指摘をうけ、語られ

た内容からテーマを設定する
３）テーマの本質に関わらない語りを削除する
４）一貫性のある物語を構築する
５）物語について有識者から指摘をうける
これらの順序により身体感覚体験と精神的発達

の関わりついて分析する。なお、研究の遂行にあ
たり対象者には研究の説明を行い同意を得た。

結果と今後の展望

本研究では、アスリートが競技中に体験する身
体感覚体験が精神的発達・成長に及ぼす効果につ
いて明らかにすることを目的とした。特に、思春
期らしい身体感覚の変化とアスリートが競技を通
して体験する身体感覚体験の違いに着目した。

また、本研究の結果は、「来談する思春期トッ
プアスリートの心理的特徴および心理的発達過程

（江田・関口・秋葉、2017）」として発表した中の
一部となっている。この論文では、思春期アスリ
ートの心理的特徴として以下のことを示してい
る。

１）思春期らしい身体的変化への気づきにくさ
２）当たり前に出来る力の喪失
３）支えとなる存在の不足
４）競技への過剰適応
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また、思春期アスリートの心理的発達過程とし
ては、以下のことを示している。

１）身体に関わる自己感覚の否定
２）関係性に支えられた試行錯誤経験
３）新たな自分なりの感覚の芽生えと確認
本研究からの知見としては、特に思春期アスリ

ートの心理的特徴としてあげた、思春期らしい身
体感覚の変化への気づきにくさと思春期アスリー
トの心理的発達過程としてあげた身体に関わる自
己感覚の否定、新たな自分なりの感覚の芽生えと
確認があげられる。

身体感覚の変化への気づきにくさ（思春期アスリ
ートの心理的特徴）

思春期の特徴としては、第二次性徴にともなう
身体的成熟・成長が際立つことがあげられる。こ
のような身体的変化をきっかけとして新たな自分
と出会うことになるのが特徴である。子どもは、
今までの自分ではない新たな自分に身体を手掛か
りとして出会い、戸惑うと同時に他者に対しても
新たな側面を見出すようになる。これらの心理的
作業を通じてそれまでに信頼していた親（養育
者）から自立する方向にエネルギーが向けられて
いく。しかし、そこには大きな不安も生じること
から、一般的に思春期は不安定な精神状態となる。
しかし、本研究で取り上げた思春期アスリートで
は、このような思春期の始まりにみられる身体的
変化に対する戸惑いがみられなかった。これは、
過度なトレーニングにより、男子であればトレー
ニング効果と身体的な成長を混同しており、女子
であればトレーニングにより女性特有のふくよか
な体型になりにくいことなどからその変化が不明
確となっていると考えられる。 

身体に関わる自己感覚の否定（思春期アスリート
の心理的発達過程）

一般に思春期では、 それまでの成長段階で親
（養育者）との間で培ってきた自己の否定が行わ
れる。しかし、アスリートにとっては自分自身を

定位してきた枠組みが親（養育者）との間で培っ
てきた家族の一員としての自己だけでなく、アス
リートとしての枠組みにもより所が存在すると考
えられる。その結果、思春期に生じる自己の喪失
については、アスリートとしてのこれまでの自分
自身を考え直さざるを得ないような葛藤が生じる
こともあると考えられる。中込（2006）によれば、
アスリートの身体にはいくつかの役割が存在す
る。その一つに、心理サポートにおける心理療法
家との間では、関わりの窓となることが示されて
いる。つまり、アスリート自身にとって身体は自
分自身や他者をはじめとした外的環境とつながる
窓口となっていると考えられる。そのため、自己
を否定し再構築していくはじめの段階では、競技
の中で体験される身体という窓を通じて思春期特
有の心理的作業が行われると考えられる。つまり、
身体感覚体験を通じて自己感覚が否定されるとい
うことが考えられる。

新たな自分なりの感覚の芽生えと確認（思春期ア
スリートの心理的発達過程）

思春期は、上述したとおりそれまでの自己の枠
組み否定する段階である。しかし、同時にそれは
青年期前期としての役割であり、その後、長く続
く青年期の課題の準備段階であると考えることが
できる。自己の否定と同様にアスリートは競技に
おいて体験される身体感覚体験を手掛かりとして
自我同一性へ向かっていくと考えられる。

今後の課題

今後は、本研究で扱う事例を更に検討し、思春
期アスリートの発達課題における身体の役割につ
いて言及する。特に自我同一性形成に向けた身体
の役割として、身体を自己の投影として捉えた場
合の自我の身体への関わりという観点からアスリ
ートの競技体験を検討する。
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